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ロラ ンCシ ス テ ムの評 価―Ⅰ
日本海南西部の海上定点における測定結果について
合 田 政次 ・中根 重勝 ・日高 昇
The Evaluation of Loran C System—I
Results of Observation at Fixed Stations in the South Western Japan Sea
Masaji  GODA, Shigekatsu NAKANE and Noboru HITAKA
   Observation of Loran C, 9970 chain was made to evaluate its accuracy on board experimental 
vessel Kaio anchored off Hinomisaki, Shimane Prefecture from the end of July to the beginning of 
August, 1980. Continuous observations were made for two days each at two stations and for one 
week at another station in the area. 
   Signals X and Y of the chain often recorded the 10  µsec slip at these stations by night. It was 
easy to find this slip by continuous observation from the anchored vessel. 
   As long as the result obtained concerns, both signals showed little fluctuation with good 
reproducibility. Good stability of both signals was indicated by the small value of the their 
standard deviation, 0.1~0.2  µsec. 
   Although determination of ship's position can never been completely accurate, the extent of 
the error was estimated smaller than 0.5 nautical mile.
1980年7月 下旬か ら8月 上旬 に,実 験船「かいおう」
に より,島 根県 日御碕沖 で,本 学工学部 と共同で 「海
水の淡水化実験」 を行った.そ の機会 にデッカシステ
ム と共 にロランCシ ステムの評価のための測定を行 っ
た.前 者 については先に報告 したが(1),本 報では後者
の測定結果 について報告する.
測 定 方 法
測 定 は1980年7月21日 か ら8月6日 に わた り,日 本
海 南 西 部 の 島 根 県 日御 碕 沖 合 に お い て,チ ェー ン
9970(SS3)に つ い て実施 した.各 送信 局 と測 定 点 の
位 置 をTable1に,ま た 本 チ ェ ー ンの配 置 と測 定海 域
の関 係 をFig.1に,各 測定 点 をFig.2に 示 す.
使 用 受信 機 はセ ナ ー社 のDL-91,MK-2ロ ラ ンC
Table 1. Stations of Loran C, 9970 chain and 
        the observation stations. 
   Station lat. (N) Long. (E) 
 CHAIN 9970 
 M  24  °48'  06  141°19'  51 
 W 24 17.13 153 58.89 
    X 42 44.62 143 43.15 
 Y 26 36.42 128 08.94 
 Z  09  32.76 138 09.92 
OBSERVATION 
     A  35°  39' 52  132°18' 86 
 B 35 45.00 132 24.50 
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            Fig. 4. Measured time difference versus JST, Aug. 2-3, 1980. (Station D)
ると,プ ロセ ッサー位 置 は,緯 度1.'2経 度2.'1増 減
し,そ の継続時間は数分か ら10分以 内の ことが多い.
従って10μsecス リップ は航海 中で も測定 間隔 を短か
くすれば容易 に判別出来 るが,連 続的 に海図にプロッ
トすれば一層効果的であろう.
4伝 搬速度
ロランCテ ーブルによ り算出 したD点 の観測位置 に
相 当す る時間差 と観測値 との差 は,X=+1.28μsec,
Y=→-2.26μsecで,1μsec当 りのLOPの 幅 はX=
0.'11,Y=0.'16で ある.X局 信号 のお くれの原因 とし
ては観測位置の誤差 と伝搬経路上 の地形や地質の差に
よる陸上伝搬速度 のちが いや,海 上伝搬速度 の変化な
どが考 えられる.Y局 信号の場合やや大 きいのは,主
従局か らの陸上伝搬距離が異なるので,従 局信号がお
くれることの影響が上記の諸因に加わ った もの と考 え
られる.
ちなみに観測位置 を正 しい もの として,浜 田等(5)の
式 を用いて試算 した結果 では,Y局 信号 の陸上伝搬速
度 は海上のそれ より約1m/μsecお くれる ことになる.
しか しなが ら海上測定の場合,絶 対位置の測定方法が
限定 され,観 測位置は多少 とも誤差 を含 むので,そ の
位置に よる計算時間差 との比較か ら算 出した陸上伝搬
速度 は概 略値 として取扱 うべ きであろ う.
要 約
日本海南西部における9970チ ェー ンでは,X,Y信
号 とも夜 間しばしば10μsecの ス リップが発 生す るが,
これを除けば昼夜の平均値の差は小 さ く,変 動 も少な
い.一 週 間の連続測定の結果では,毎 日の平均値の差
は0.1μsec以 下で 日差 ほ小 さ く,短 期 間なが らその再
現性の良さを示 している.ま たその間の標準偏差 も±
0.1～0.2μsecで 安定性 もよい.
絶対精度 は,観 測位置 に誤差が含 まれてい ることが
予想 され,ま た観測点に よっても異な るが,0.'25～0.'・
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                      Fig. 5. Frequency of 10  psec slip at station D.
56の範 囲で,95%確 率円の半径 はほぼ150～300mで あ
る.自 動受信機のプロセ ッサー による位置 は,テ ーブ
ルか ら算出 した位置 よりENEO.'2±0.'04偏 位 してい
たが,こ れは機種 による差 も考 えられ る.
海上での評価試験 を行 う場合 に重要な ことは観測位
置の精 度をあげることと,陸 岸か らの距離 を十分に と
ることであるが,測 位精度に対す る要求度に応 じてい
ずれか一方に重点を置いて実施すべ きであろう.
本研究にあた り,御 協力いただいた長崎丸船長矢田
殖朗助教授以下乗組員各位,測 定 に御協力を賜 った本
学部の高山久明助手,お よび樺 島親幸,村 岡由の両君,
測定機器を使用 させていただいたセナー㈱福 岡営業所
の 各 位 に深 甚 の 謝 意 を表 し ます.
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